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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
の

訴
え
を
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
気
候
変
動
危
機
へ
の

抜
本
的
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
柱

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
後
、
再
エ
ネ
）
の
導

入
で
あ
る
。
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
再
エ
ネ
に
頼
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
世
界
的
に

大
量
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
代
表
格
は
風
力
と
太

陽
光
で
あ
る
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
も
重
要
な
再
エ
ネ

の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
世
界
と
日
本
の
再
エ
ネ

の
状
況
を
概
観
し
つ
つ
、
森
林
環
境
が
提
供
し
て
く
れ

る
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
価

値
と
課
題
を
紹
介
し
た
い
。

再
エ
ネ
の
世
界
的
な
大
量
導
入

ど
う
し
て
今
、
再
エ
ネ
な
の
か
？　

そ
れ
は
、
現
代

社
会
に
お
い
て
人
類
が
利
用
し
う
る
、
唯
一
の
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
で
あ
る
。
再
エ
ネ
と
は
、
水

力
、
風
力
、
太
陽
光
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
、

自
然
環
境
が
ほ
ぼ
自
動
的
に
再
生
産
し
て
く
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
指
す
。
地
域
差
は
あ
る
が
、
ど
の
国
に
も
大

き
な
賦
存
量
が
あ
る
。
枯
渇
す
る
こ
と
は
な
く
、
輸
入

す
る
必
要
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
燃
料
費
ゼ
ロ
で
入
手

で
き
る
。
そ
し
て
、温
室
効
果
ガ
ス
を
ほ
ぼ
排
出
せ
ず
、

放
射
性
廃
棄
物
の
問
題
も
な
い
な
ど
、
相
対
的
に
自
然

環
境
に
優
し
い
。

こ
の
よ
う
に
理
想
的
な
条
件
を
備
え
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
類
は
古
代
か
ら
風
車

や
水
車
を
、
そ
し
て
薪
炭
を
大
量
に
利
用
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
森
林
破
壊
が
進
み
、
ロ
ー
マ
帝

国
の
滅
亡
の
一
因
に
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
産
業
革
命
以
降
は
、
莫ば

く

大だ
い

な
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
を
再
エ
ネ
が
満
た
す
こ
と
は
で
き
ず
、

水
力
を
除
け
ば
化
石
燃
料
の
後こ

う

塵じ
ん

を
拝
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
化
石
燃
料
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

密
度
が
高
く
、
従
っ
て
コ
ス
ト
が
低
く
な
り
、
特

に
石
油
は
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
利
便
性
が
高

か
っ
た
。

し
か
し
、
気
候
変
動
や
大
気
汚
染
と
い
っ
た
環

境
問
題
の
深
刻
化
、
い
ず
れ
枯
渇
す
る
と
い
う
構

造
的
問
題
か
ら
、
化
石
燃
料
の
時
代
は
終

し
ゅ
う

焉え
ん

に
向

か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で

原
子
力
に
期
待
す
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
問
題
や
度
重
な
る
過
酷
事

故
に
よ
り
、
事
業
運
営
上
も
持
続
可
能
で
は
な
い

と
の
認
識
が
優
勢
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
人
類
は
、

再
エ
ネ
に
回
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
再
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低

い
た
め
に
広
い
場
所
を
必
要
と
す
る
上
コ
ス
ト
が

日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
森
林
環
境

その６
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図１　OECD 諸国の電源別発電電力量の推移

出所：IEA, Electricity Information 2007, 2016, 2019 より筆者作成。2018 年の数値は予測
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高
く
、
更
に
雨
の
時
に
は
発
電
で
き
な
い
な
ど
出
力
が

変
動
す
る
た
め
、
大
量
に
は
利
用
で
き
な
い
と
さ
れ
て

き
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
10
年
程
度
の
間
に
、
こ

れ
ら
の
制
約
は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
風
力
と
太

陽
光
は
、
大
量
生
産
に
よ
り
発
電
設
備
の
劇
的
な
低
コ

ス
ト
化
が
進
ん
だ
結
果
、
今
や
最
も
安
い
電
源
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
で
大
量
導
入
が
進
ん
で
い
る

（
図
1
）。

出
力
変
動
性
に
つ
い
て
は
、
送
電
網
を
使
っ
た
地
域

間
融
通
（
広
域
運
用
）
や
火
力
発
電
の
精せ

い

緻ち

な
出
力
調

整
運
転
に
よ
り
、
需
要
と
供
給
を
柔
軟
に
調
整
す
る
こ

と
で
安
定
供
給
を
維
持
し
て
き
た
。
今
後
は
電
気
自
動

車
と
の
連
結
な
ど
よ
り
構
造
的
な
対
策
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
れ
が
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
の

期
待
も
高
い
。
イ
ギ
リ
ス
が
北
海
で
洋
上
風
力
の
開
発

を
急
速
に
進
め
、
中
国
が
太
陽
光
と
風
力
で
世
界
一
の

導
入
量
を
誇
る
な
ど
、
再
エ
ネ
は
21
世
紀
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
最
優
先
の
手
段
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

日
本
に
お
け
る
再
エ
ネ
政
策
の
遅
れ

再
エ
ネ
の
世
界
的
な
大
量
導
入
の
流
れ
に
対
し
て
、

日
本
は
取
り
残
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
太
陽
光
は
累
積
導
入

量
が
56
㌐
㍗
と
世
界
３
位
に
躍
進
し
た
が
、
風
力
が
世

界
18
位
な
ど
、
伝
統
的
な
水
力
以
外
の
再
エ
ネ
の
導
入

量
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
７
年
度
の

導
入
率
（
電
源
構
成
）
で
は
、
水
力
が
８
・
１
％
、
そ

れ
以
外
の
再
エ
ネ
は
８
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ

で
水
力
が
３
％
、
そ
れ
以
外
の
再
エ
ネ
が
35
％
を
占
め

る（
２
０
１
８
年
）こ
と
と
比
べ
れ
ば
、対
照
的
で
あ
る
。

今
後
の
目
標
値
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
日
本
の
遅
れ

は
顕
著
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
は
、
再
エ
ネ
電
力
の
２
０
３
０
年
の
導
入
目

標
は
22
～
24
％
と
さ
れ
、
２
０
５
０
年
の
目
標
は

設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
の
導
入
目

標
は
２
０
３
０
年
に
65
％
、
２
０
５
０
年
に
80
％

で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
再
エ
ネ
に
積
極
的
で

な
い
米
国
で
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
導
入
目

標
は
２
０
４
５
年
に
１
０
０
％
な
ど
、
州
レ
ベ
ル

の
取
り
組
み
は
活
発
で
あ
る
。

な
ぜ
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い
て
再
エ

ネ
の
優
先
順
位
は
低
い
の
か
？　

第
１
の
理
由
は
、

政
府
は
気
候
変
動
対
策
と
し
て
原
子
力
に
頼
ろ
う

と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
２
０
１
０
年
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
30
％
弱
の
電

源
構
成
を
占
め
て
き
た
原
子
力
の
割
合
を
２
倍
に

増
や
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
方
針

が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ

る
。第

２
の
理
由
は
、
地
域
独
占
体
制
が
長
ら
く
維

持
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
大
手
電
力
会
社
は
、

原
子
力
や
石
炭
火
力
と
い
っ
た
集
中
型
電
源
の
開

発
を
好
む
傾
向
に
あ
る
。
逆
に
新
規
参
入
者
は
、

分
散
型
の
再
エ
ネ
の
開
発
に
よ
っ
て
差
別
化
し
よ

う
と
す
る
。
後
者
が
実
現
す
る
に
は
自
由
化
と
発

送
電
分
離
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
日
本
は
欧
米
と
異
な

り
こ
れ
ら
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
大
手
電

力
会
社
の
影
響
力
が
強
く
残
り
、
再
エ
ネ
の
開
発
に
は

様
々
な
障
壁
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
日
本
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の

２
０
１
２
年
か
ら
再
エ
ネ
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制
度

を
導
入
し
た
。
前
述
の
太
陽
光
の
急
増
は
こ
れ
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
他
の
再
エ
ネ
は
そ
れ
ほ
ど
増
え

な
か
っ
た
（
図
２
）。
例
え
ば
風
力
は
、
太
陽
光
と
異

な
り
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
に
な
る
た
め
、
設
置

の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く
な
り
、
導
入
が
進
ん
で
い
な

い
。
太
陽
光
に
つ
い
て
も
、
短
期
間
で
大
量
の
投
資
を

集
め
た
が
、
発
送
電
分
離
が
遅
れ
た
た
め
系
統
接
続
問

題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
か
ら
は
九
州
で

再
エ
ネ
電
力
の
出
力
抑
制
が
始
ま
っ
て
お
り
、
更
な
る

導
入
は
楽
観
視
で
き
な
い
。

図２　日本の固定価格買取制度対象の再生可能エネルギーの累積設備容量の推移

出所：資源エネルギー庁ウェブサイト「なっとく！再生可能エネルギー」より筆者作成
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再
エ
ネ
と
し
て
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
価
値

バ
イ
オ
マ
ス
は
再
エ
ネ
の
一
つ
で
あ
る
。
間
伐
材
や

樹
皮
な
ど
の
木
質
系
、
家
庭
ゴ
ミ
や
建
設
廃
材
な
ど
の

廃
棄
物
系
、
家
畜
の
糞ふ

ん

尿に
ょ
うな

ど
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
た

バ
イ
オ
ガ
ス
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
動
植
物
由
来
の
有

機
性
資
源
で
あ
り
、
不
要
物
を
燃
料
と
し
て
使
う
の
が

基
本
だ
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
食
料
作
物
か
ら
バ
イ

オ
燃
料
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。

実
は
、
再
エ
ネ
の
中
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
や
や

異
色
で
あ
る
。
風
力
や
水
力
が
、
日
々
の
天
気
の
影
響

は
受
け
る
に
せ
よ
、
月
間
や
年
間
と
い
っ
た
単
位
で
は

確
実
に
再
生
産
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
は
再
生
産
に
30
～
50
年
と
い
っ
た
期
間
を
要
す
る
。

換
言
す
れ
ば
、
ペ
レ
ッ
ト
や
燃
料
材
は
、
石
油
や
石
炭

と
同
様
に
燃
焼
に
よ
り
確
実
に
消
え
て
な
く
な
る
の
で

あ
り
、
林
業
や
植
林
活
動
が
適
切
に
機
能
す
れ
ば
と
い

う
条
件
付
き
で
、「
再
生
可
能
」
と
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
た
消
え
て
な
く
な
る
と
言
っ
た
が
、
そ
の
際
に
は

二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
時
点
で
確
実
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
増

加
す
る
が
、
そ
れ
は
元
々
木
々
が
生
育
す
る
過
程
で
空

気
中
か
ら
吸
収
し
た
も
の
に
由
来
す
る
た
め
、
カ
ー
ボ

ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ

ば
、
そ
の
燃
料
材
が
再
生
産
さ
れ
な
け
れ
ば
、
真
に
気

候
変
動
対
策
上
の
価
値
が
あ
る
と
は
言
い
難
く
な
る
。

更
に
、
風
力
や
太
陽
光
は
国
内
に
無
尽
蔵
に
あ
る
た

め
輸
入
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
は

化
石
燃
料
に
匹
敵
す
る
調
達
コ
ス
ト
（
燃
料
費
）
が
か

か
る
た
め
、
輸
入
も
可
能
で
あ
る
し
、
実
際
に
行
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
輸
入
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
純
国
産

と
は
言
え
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
価
値
は
下

が
る
。
さ
ら
に
、
熱
帯
雨
林
の
違
法
伐
採
な
ど
再
生
可

能
で
な
い
方
法
で
調
達
さ
れ
た
輸
入
材
で
あ
れ
ば
、
む

し
ろ
環
境
に
マ
イ
ナ
ス
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。一

方
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
原
理
的
に
は
火
力
発

電
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
出
力
調
整
運
転
が
可
能
と
い

う
価
値
が
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
や
ド
イ
ツ
で
は
、
風
力

や
太
陽
光
の
出
力
変
動
に
対
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
出
力
を
調
整
す
る
こ
と
で
一
定
の
対
処
を
行
っ
て
い

る
。

日
本
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
状
況

本
来
日
本
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
に
お
い
て
恵

ま
れ
た
位
置
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
日
本
の
森
林
面
積

は
国
土
の
３
分
の
２
を
占
め
、
世
界
有
数
の
森
林
国
で

あ
る
。
戦
後
に
植
林
さ
れ
た
も
の
が
伐
採
期
に
達
し
て

お
り
、
森
林
資
源
は
膨
大
に
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
っ
た
林
業
国
と
は
対
照

的
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
（
非
住
宅
用
４
０
５
８
万
㌔
㍗
、
住
宅
用

１
１
２
４
万
㌔
㍗
）
と
比
べ
れ
ば
、
全
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
導
入
量
は
３
２
５
万
㌔
㍗
に
止
ま
る
（
２
０
１
９

年
９
月
末
）。

一
方
で
、
２
０
１
５
年
３
月
の
１
３
６
万
㌔
㍗
が
４

年
後
に
２
倍
以
上
に
な
る
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
近
年

の
伸
び
は
大
き
く
（
図
２
）、
固
定
価
格
買
取
制
度
の

効
果
と
言
え
る
。
ま
た
、
運
転
開
始
に
至
る
前
の
案

件
で
あ
る
設
備
認
定
量
は
、
累
積
で
８
５
１
万
㌔
㍗

（
２
０
１
９
年
９
月
末
）
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
バ

イ
オ
マ
ス
全
体
の
数
値
で
あ
る
が
、
多
く
が
輸
入
に
頼

る
大
型
の
一
般
木
材
と
パ
ー
ム
油
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
液

体
燃
料
の
区
分
で
あ
り
、
２
０
１
６
年
度
に
急
増
し
た

（
図
３
）。
も
し
こ
れ
ら
全
て
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
現
状

の
導
入
量
の
４
倍
近
い
設
備
容
量
に
達
す
る
こ
と
に
な

る
。
更
に
導
入
済
み
は
６
２
０
件
で
あ
る
た
め
、
１
件

当
た
り
の
規
模
は
５
２
４
２
㌔
㍗
で
あ
る
が
、
設
備
認

定
量
の
８
５
１
万
㌔
㍗
を
件
数
で
割
る
と
、
１
件
当
た

り
１
万
３
３
８
１
㌔
㍗
と
な
る
。
要
す
る
に
、
近
年
は

投
資
が
増
え
る
と
と
も
に
、
案
件
が
大
規
模
化
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
バ
イ
オ
マ
ス
に
投
資
が
集
ま
っ
て
い
る

要
因
と
し
て
、
買
い
取
り
価
格
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
２
０
１
９
年
度
の
買
い
取
り
価
格
は
、
一
般
木

図３　固定価格買取制度におけるバイオマスの年間設備認定量の推移

出所：資源エネルギー庁（2018）「バイオマス発電について」より筆者作成
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質
バ
イ
オ
マ
ス
で
24
円
／
㌔
㍗
時
（
10
㍋
㍗
未
満
）、

間
伐
材
由
来
は
さ
ら
に
高
く
40
円
／
㌔
㍗
時
（
２
㍋
㍗

未
満
、
２
㍋
㍗
以
上
は
32
円
／
㌔
㍗
時
）
で
あ
る
。
太

陽
光
が
当
初
の
40
円
／
㌔
㍗
時
か
ら
14
円
／
㌔
㍗
時

（
５
０
０
㌔
㍗
以
下
）
ま
で
下
が
っ
た
こ
と
と
比
べ
る

と
、
魅
力
的
な
投
資
案
件
な
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
課
題

一
方
で
、
日
本
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
は
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
る
。
第
１
に
、
固
定
価
格
買
取
制
度

の
対
象
の
う
ち
、
輸
入
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
バ
イ
オ

マ
ス
が
３
割
に
達
し
て
い
る
（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団

２
０
１
９
）。
ま
た
こ
の
中
に
は
、
森
林
環
境
の

持
続
可
能
性
や
地
域
住
民
の
権
利
の
上
で
問
題
の
あ

る
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
パ
ー
ム
油
等
も
含
ま
れ
て
い

る
（
注
）。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
価
値
や
環
境

上
の
価
値
が
低
い
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
が
、
固
定
価
格
買

取
制
度
を
通
し
て
日
本
の
消
費
者
に
高
く
買
い
取
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
２
に
、
発
電
用
途
が
ほ
と
ん
ど
で
、
熱
供
給
に
は

効
果
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
は
燃
料
で
あ
る
か
ら
、
熱
利
用
し
た
場
合
の
効
率
性

が
最
も
高
い
。
発
電
に
使
う
と
し
て
も
、
排
熱
を
再
利

用
す
る
熱
電
併
給
（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
）
と
す
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
ド
イ
ツ

で
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に
お
い
て
熱
電
併
給
に
対

し
て
買
い
取
り
価
格
を
上
乗
せ
し
た
り
、
地
域
熱
供
給

網
の
建
設
に
補
助
を
出
し
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
日

本
の
固
定
価
格
買
取
制
度
に
は
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
な

い
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
低
い
発
電
事
業
に
投
資

が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
海
外
か
ら
輸
入
す
る

に
は
、
一
定
の
輸
送
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
そ
れ
で
も
な

お
輸
入
す
る
の
は
、
高
い
買
い
取
り
価
格
の
お
陰
で
採

算
が
取
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
効
率
性
の
低
い
発
電
事
業

（
モ
ノ
ジ
ェ
ネ
）
に
投
資
が
集
ま
る
の
も
、
同
じ
理
由

で
あ
る
。
再
エ
ネ
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
に
高
く
し

た
買
い
取
り
価
格
が
、
結
果
的
に
持
続
可
能
な
形
で
の

事
業
を
阻
害
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、本
末
転
倒
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
バ
ブ
ル
に
近
い
状
況
で
は
、
増
加
す
る
賦

課
金
（
図
２
）
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
消
費
者
は
や
り
切

れ
な
い
だ
ろ
う
。

政
府
も
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。当
初
の
固
定
価
格
買
取
制
度
で
は
、規
模
別
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
買
い
取
り
価
格

を
、
小
規
模
が
有
利
に
な
る
よ
う
区
分
を
設
け
、
ま
た

パ
ー
ム
油
に
対
し
て
は
持
続
可
能
性
基
準
を
設
け
、
第

三
者
認
証
を
用
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら

の
抑
制
効
果
が
図
３
に
表
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ

で
も
後
追
い
の
側
面
が
強
く
、
抜
本
的
な
解
決
に
な
っ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡
大
の
た
め
に

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
を
持
続
可
能
な
形
で
拡
大
す
る
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
施
策
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
固
定
価
格
買
取

制
度
に
お
い
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
小
規
模
案
件
や
熱

電
併
給
に
高
い
誘
因
を
与
え
る
、
海
外
産
や
自
然
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
抑
制
す
る
、

発
電
よ
り
も
熱
供
給
を
イ
ン
フ
ラ
も
含
め
て
推
進
す
る

な
ど
で
あ
る
。

本
質
的
に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
地
域
の
林
業
の

副
産
物
と
し
て
の
利
用
と
い
う
前
提
に
立
つ
べ
き
で
あ

る
。
１
本
の
木
か
ら
建
築
木
材
を
取
り
出
す
と
半
分
が

余
る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
廃
棄
費
用
す
ら
か
か
る
不

要
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る
こ
と
が
、
再
生
可
能
な

価
値
に
つ
な
が
る
。
要
す
る
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、
林
業
（
森
林
資
源
量
で
な
く
）
の

規
模
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
利
用
を
拡
大
す

る
に
は
林
業
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
る
。
林
業
が
盛
ん

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
副
産
物
を
活
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
も
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
が
副
収
入
と
し
て
林
業
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
好
循
環
を
生
む
。
バ
イ
オ
マ
ス

先
進
国
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
そ

の
よ
う
な
合
理
的
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本

で
は
林
業
自
体
が
構
造
不
況
産
業
に
陥
っ
て
お
り
、
だ

か
ら
こ
そ
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

日
本
で
も
北
海
道
下
川
町
の
よ
う
に
、
地
域
で
の
林

業
振
興
を
前
提
と
し
て
、
地
域
主
導
で
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
用
を
進
め
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
自
治
体
が
熱

導
管
も
敷
設
し
、
地
元
の
木
質
チ
ッ
プ
に
よ
る
地
域
熱

供
給
を
行
う
こ
と
で
、
化
石
燃
料
の
消
費
を
減
ら
し
つ

つ
雇
用
を
生
み
、
域
内
経
済
循
環
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
り
、
持
続
可
能
な

森
林
環
境
を
前
提
と
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
注
）
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
（
２
０
１
８
）「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
」
に

よ
れ
ば
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
る
２
０
１
７
年
度
の
一
般
木
材
等
・
液
体

燃
料
の
設
備
認
定
量
の
う
ち
、パ
ー
ム
油
等
を
含
む
も
の
が
23
％
、Ｐ
Ｋ
Ｓ
（
ヤ

シ
殻
）
を
含
む
も
の
が
54
％
で
あ
っ
た
。
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